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段ボールの製造エネルギー原単位及びＣＯ２排出量原単位について 
 
１．はじめに 
全国段ボール工業組合連合会は２００７年段ボールのＬＣＩ基礎調査を実施したが、今

回調査したデータから段ボールの製造エネルギー原単位およびＣＯ２排出量原単位につい

て報告する。 
 
２．対象データ 
 ２００７年１月～１２月生産 全国段ボール工業組合連合会加盟企業 
 
３．データ対象範囲 
 （図１）データ対象範囲 

 
 
 
 
 
 
 
 

※ 段ボールの製造に使用される原材料（ライナ、中しん、接着材、インキ、薬品、そ

の他）の工場入荷以前のＬＣＩデータおよび配送のためのＬＣＩデータは含まれて

いない。 
※ 但し、原紙（ライナ、中しん）については段ボール箱の単位面積当りのＣＯ２排出

量を算出する場合に日本ＬＣＡフォーラムのデータベースを利用する。 
 
４．原単位算出のための設定条件 
 １）燃料使用量及び購入電力使用量から算出した。（尚、使用燃料毎に当該生産量で除し

て算出する方法はとらず、其々の燃料を総シート生産量で除して合計する方法をと

った。） 
 ２）購入電力はシート生産用とケース生産用の区分が明確でないので生産量比率で按分

した。また、構内物流用バッテリ車の電力使用量はこの購入電力に包含されている。 
３）シート生産に要した燃料及び電力は使用量をシート生産量を分母として除し、ケー

ス生産に要した電力は使用量をケース生産量を分母として除し、其々を足したもの

を段ボール箱の製造にかかわるＣＯ２排出量とした。 
４）構内物流に要した燃料使用量はシート生産用とケース生産用の区分が明確でないの

で生産量比率で按分したものを小計とした。 
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５）燃料および購入電力のＣＯ２排出係数は日本経団連・環境自主行動計画で指定されて

いる２００６年度係数を使用した。 
 
５．調査結果 

  （表１）段ボールの製造エネルギー原単位及びＣＯ２排出量原単位 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 （付表）生産量カバー率 

調査年 ２００７年 

全国シート生産量 １） １３，９６５，５６１ 千㎡ 

調査企業シート生産量  ８，９９４，９３５ 千㎡ 

生産量カバー率 ６４．４ ％ 

１）経済産業省生産動態統計による 
 

生産量 段ボールシート 千㎡ ８,９９４,９３５    

  段ボールケース 千㎡ ５,９７８,４２２    

          

入力項目 単位 物量原単位   

原紙 ライナ ｋｇ/千㎡ ４００   

  中しん ｋｇ/千㎡ ２６７   

          

入力項目 単位 物量原単位 
ＣＯ２排出量原単位

（ｇ-ＣＯ２／㎡） 

 燃料 Ａ重油 Ｌ/千㎡ １０．１５  ２７．５ 

  Ｂ重油 Ｌ/千㎡ ０．００ ０．０ 

  Ｃ重油 Ｌ/千㎡ ０．９０ ２．７  

  灯油 Ｌ/千㎡ ０．２６ ０．７ 

  都市ガス ㎥/千㎡ ２．６１ ５．９ 

購入電力 購入電力（合計）       

  貼合（６０％） ｋＷｈ/千㎡ ３０．７８ １１．３ 

  製箱（４０％） ｋＷｈ/千㎡ ３０．８８ １１．４ 

            小計 ⇒ ５９．５ 

燃料 軽油 Ｌ/千㎡ ０．１０ ０．３ 

（構内物流） ＬＰＧ ｋｇ/千㎡ ０．８６ ２．６ 

            小計 ⇒ ２．９ 

            合計 ⇒ ６２．３ 

                                        MH/TO 
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６．段ボール工場のＣＯ２排出量原単位 
 シート生産、ケース生産、構内物流の工程毎に集計したものを（表２）に示す。ここで

の構内物流はシート生産用とケース生産用の生産量比率で按分したものを小計した結果で

あるため、一貫メーカが利用するのに適している。 
 （表２）段ボール工場のＣＯ２排出量－Ⅰ 

工程 項目 
ＣＯ２排出量原単位 
（ｇ-ＣＯ２／㎡） 

ＣＯ２排出量原単位 
（ｇ-ＣＯ２／㎡） 

燃料 ３６．８ 
シート生産 

購入電力 １１．３ 
４８．１ 

ケース生産 購入電力 １１．４ １１．４ 
構内物流 燃料 ２．８ ２．８ 

合計 ６２．３ ６２．３ 

 
 構内物流の按分結果をシート生産およびケース生産それぞれに含めた場合を（表３）に

示す。シート生産専業メーカまたはケース生産専業メーカはいずれかを利用すれば良い。 
 （表３）段ボール工場のＣＯ２排出量－Ⅱ 

工程 項目 
ＣＯ２排出量原単位 
（ｇ-ＣＯ２／㎡） 

ＣＯ２排出量原単位 
（ｇ-ＣＯ２／㎡） 

燃料 ３６．８ 

購入電力 １１．３ シート生産 

構内物流 １．４ 

４９．５ 

購入電力 １１．４ 
ケース生産 

構内物流 １．４ 
１２．８ 

合計 ６２．３ ６２．３ 

 
 尚、単位重量当りのＣＯ２排出量を求める場合は、以下のように算出すれば良い。 

（表１）より単位面積当りのライナ原単位は０．４００ｋｇ／㎡、中しん原単位は０．２

６７ｋｇ／㎡となる。 

従って、その合計重量０．６６７ｋｇ／㎡で単位面積当りのＣＯ２排出量６２．３ｇ-ＣＯ

２／㎡を除せば、単位重量当りのＣＯ２排出量となる。 

 

  単位重量当りＣＯ２排出量 ＝（６２．３ｇ-ＣＯ２／㎡）÷（０．６６７ｋｇ／㎡） 

                 ＝ ９３．４ｇ-ＣＯ２／ｋｇ 

 
 
 
 



 4

７．原紙のＣＯ２排出量原単位について（暫定値） 

 日本ＬＣＡフォーラムのデータベース（製紙連合会提供２００５年データ）を引用する。 

 （図２）データ対象範囲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（表４）外装用ライナ及び中しん原紙のＣＯ２排出量原単位 

外装用ライナ 中しん原紙 
出力項目 単位 

排出原単位 排出原単位 

生産工場のＣＯ２ 

ＣＨ４由来のＣＯ２ 

Ｎ２Ｏ由来のＣＯ２ 

チップ調達のＣＯ２ 

古紙調達のＣＯ２ 

ｋｇ-ＣＯ２／ｔ

ｋｇ-ＣＯ２／ｔ

ｋｇ-ＣＯ２／ｔ

ｋｇ-ＣＯ２／ｔ

ｋｇ-ＣＯ２／ｔ

３２６ 
２ 
０ 

２３ 
２２ 

３９８ 
１ 
０ 
 

２５ 
直接ＣＯ２排出量合計 
間接ＣＯ２排出量合計 

ｋｇ-ＣＯ２／ｔ

ｋｇ-ＣＯ２／ｔ

３７４ 
６８ 

４２４ 
５４ 

総排出量 ｋｇ-ＣＯ２／ｔ ４４２ ４７８ 

（注）間接ＣＯ２排出量は購入電力分を計算している。 
 
このデータは、外装用ライナについては４社１０工場のデータをとり生産量カバー率は

４５．０％、中しん原紙については３社８工場のデータをとり生産量カバー率は５３．４％

である。 
 また、廃棄物エネルギーやバイオマス燃料のような再生可能エネルギー由来のＣＯ２排出

量は含まれていない。本データにおける古紙配合率は外装用ライナ９２．２％、中しん原

紙１００．０％となっており、バージンパルプが７．８％使用されている外装用ライナは

黒液の燃料利用分がカーボンニュートラルとなっている。 

植林・育林 伐採・チップ化 船輸送 

 パルプ製造 

 板紙製造 古紙回収・選別・輸送

使用 

（太枠部分がデータ対象範囲）
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８．段ボール箱のＣＯ２排出量について 
 今回の調査結果から、段ボール工場のＣＯ２排出量は６２．３ｇ-ＣＯ２／㎡であった。（表

１参照）よって、原紙由来のＣＯ２排出量を含めた値は、以下のように求めることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【計算例】：平成１９年 全段連平均 
 < 経済産業省生産動態統計より > 
・ 全国シート生産量：１３，９６５，５６１千㎡  
・ ライナ消費量  ： ５，２８５，８１２ｔ →（０．３７８ｋｇ／㎡） 
・ 中しん消費量  ： ３，６０１，３１６ｔ →（０．２５８ｋｇ／㎡） 
 
 Ａ＝０．３７８（ｋｇ／㎡）×４４２（ｇ-ＣＯ２／ｋｇ）＝１６７（ｇ-ＣＯ２／㎡） 
 Ｂ＝０．２５８（ｋｇ／㎡）×４７８（ｇ-ＣＯ２／ｋｇ）＝１２３（ｇ-ＣＯ２／㎡） 
 従って、 
 段ボール箱のＣＯ２排出量＝段ボール工場＋外装用ライナ＋中しん原紙 
             ＝６２．３＋１６７＋１２３ 

＝３５２．３（ｇ-ＣＯ２／㎡） 
 

 
 
 
 
 

以上 
（2008 年 11 月） 

 
段ボール工場のＣＯ２  ６２．３ ｇ-ＣＯ２／㎡ 

外装用ライナのＣＯ２    Ａ 

中しん原紙 のＣＯ２    Ｂ 

----------------------------------------------------------------------------------------- 
合  計   （６２．３＋Ａ＋Ｂ） ｇ-ＣＯ２／㎡ 

 
Ａ（ｇ-ＣＯ２／㎡）＝外装用ライナ使用量（ｋｇ／㎡）×４４２（ｇ-ＣＯ２／ｋｇ）

Ｂ（ｇ-ＣＯ２／㎡）＝中しん原紙使用量（ｋｇ／㎡）×４７８（ｇ-ＣＯ２／ｋｇ）

 
段ボール箱のＣＯ２排出量  ３５２．３ ｇ-ＣＯ２／㎡ 

 


